
逗⼦アートフェスティバル 2026 テーマ

はじまりの未来、
はじまりの場。



逗⼦アートフェスティバル 2026テーマ

未来は、
過去と切り離された時間ではない。

無数の“はじまり”が重なり、
「いま、ここ」が存在している。

出展 ）フランシス真悟 ZAIM 2007



「過去はいつも新しく、
未来は常に懐かしい。」

森⼭⼤道（写真家・逗⼦在住）

出展 ）zushi art gallery 森山大道「逗子 Vol. 2」展（2021）より



逗⼦アートフェスティバル 2026テーマ

海と⼭に抱かれ、
多様な⽣活と⽂化が交差するまち。

ZAFの継続により逗⼦から、
対話と表現が⽣まれる⼟壌が育まれている。



逗⼦アートフェスティバル 2026
このまちには、
時間と記憶の「場」が点在し重なりあっている。

活⽤されていなかった、歴史的建造物旧本多邸、沼間の空家、池⼦⽶軍住宅共有使⽤地、
シネマ・アミーゴ。



逗⼦アートフェスティバル 2026
「はじまりの未来」を象徴する展⽰
R.バックミンスター・フラーの⼤型絵本⽯版画
「テトラスクロール」 旧本多邸居間

特別監修・協⼒：芹沢⾼志 / P3 art and environment



逗⼦アートフェスティバル 2026
ZAFは、表現者の視点が交差する場
森⼭⼤道/栗林隆/ブルースオズボーン/潘逸⾈/フランシス真悟/・・・



逗⼦アートフェスティバル 2026
ZAFは、市⺠が⾃ら、視点が少し変わる場をつくり続ける。
市⺠から⽴ち上がる⾃由企画「全ての⼈がアーティスト・表現者」になる。
障害の有無や世代を超え表現する「みんなでアート」
⾼齢化・空家の⼭間地に新しいコミュニティを育む「沼間路地展」



逗⼦アートフェスティバル 2026
ZAFは、出会いと体験の場
⽶軍住宅共⽤地での「池⼦の森の⾳楽祭」
ZAFの国際ネットワークから広がるアーティスト・イン・レジデンス



逗⼦アートフェスティバル 2026・2027・2028へ すべて参加者への投げかけ

みんな、ひとりひとりにとっての
「はじまり」は何ですか。
⽇常の⼀瞬。あるいは、宇宙、⽣命・いのちの誕⽣。



以上10ページ、以降、補⾜のためのプレゼン資料



逗⼦アートフェスティバル 2026
時間・場所・⼈が重なる「はじまりの場」をひらく。

オープニング・アクト
《Beyond “documenta fifteen”》
志津野雷CINEMA CARAVAN＋notremusica orchestra



逗⼦アートフェスティバル 2026テーマ

不確実さ⾮対話が⽇常になってしまった時代に、
アートは
新しい視点が⽣まれる「場」であり続ける。

出展） ©Ishu Han 《戻る場所》（2011）


